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【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｂ  11/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｂ  11/00    　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月15日(2010.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　また、接合光学素子７の製造の際は、内径が第１光学素子４の外径よりも大きい胴型３
を用意し、第１光学素子４に対して、第２光学素子素材５を第２光学素子６の外径が第１
光学素子４よりも大きくなるように押圧する。ここで、上述のように、第１光学素子４の
外周面と胴型３の内周面との間に空間があるので、第２光学素子素材５がその空間に回り
込み、第２光学素子６が第１光学素子４の外周面と接触する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、上記各実施形態では、第１又は第２光学素子に接合されて一体化されている第３
光学素子をさらに備えていても良い。例えば、図５に示すように、第１光学素子１７とし
て、断面形状が径方向外側に突出する略Ｒ形状の外周曲面２１を有する球面両凸レンズを
用意する。この外周曲面２１は、第１光学素子１７の上面及び下面と滑らかに連続してい
る。そして、第１光学素子１７の上面に第２光学素子１８を、第１光学素子１７の下面に
第２光学素子１８の材料と同じ材料からなる第３光学素子１９を、それぞれ実施形態２と
同様の方法で直接接合して一体化し、第１光学素子１７を第２及び第３光学素子１８，１
９で包み込む。この場合、第２及び第３光学素子１８，１９を同時に形成する。このよう
に、第１光学素子１７の外周曲面２１の断面形状が略Ｒ形状であることにより、第１～第
３光学素子１７～１９の接合により割れやクラックが発生するのを抑制できる。つまり、
第１光学素子１７の接合面から角部をなくすことで、割れやクラックが発生するのを抑制
できる。


	header
	written-amendment

